2006年5月某日。物理学についての所見（と、その間に俺の現状の吐露、後から挟む。）
以下↓

（ココから始まる。）
電磁気力で重力を統一する。

重力てのは所詮クーロン力の発展バージョンだからね。

物質世界の粒子（＋プラス）と反粒子（－プラス）、マイナスとマイナスをぶつける→斥力

　　　　　プラスとマイナス、マイナスとプラス→引力

反物質世界→同じ

Ａ＝物質世界の正粒子と反粒子→引力＝エネルギー（波）から物質（光子2個）｛粒子｝

物質世界の正粒子（＋プラス）と反物質社会の正粒子（-プラス）→斥力（つまり電子と反陽子）これがビッグバン。

つまり、対消滅→エネルギーの発生→斥力（つまり、これがインフレーション、ビッグバン。宇宙の最果てで起こっている現象）

物質世界の正粒子（＋プラス）と反物質世界の反粒子（-マイナス）＝陽子＋反物質世界の-陽子（虚数の陽子）→斥力

物質世界の正粒子＋反物質世界の粒子＝＋プラス　＋　－＋　＝引力。

物質世界（Ａ）の負粒子（反陽子＝電子＝電荷－）＋反物質世界（Ｂ）の負粒子（反電子＝-電子＝電荷＋）→引力

結局は。

重力ってのはこの原理の下にあるんだな。反重力とかいうより。

世界には、この世界＝物質世界Ａと反物質世界＝Ｂがあって、それぞれが互いに＋と－の物質を両方持っている。

今の上の等式はちょっと適当かもだが、（右辺と左辺の表現。又今度訂正するかも、だが。）

だから、物質の＋と－、反物質社会での＋と－、この４つが世界を司っている。これが、大統一理論即ち究極理論。

そして、「揺らぎ」とは、エネルギーと物質が互いに変換される時の法則、式で、これが、スーパーストリンクスの上に来る、（超紐は、↑の考え方でやると多分すぐ解ける。）

「エネルギー→物質」「物質→エネルギー」　の式。

物質→エネルギー　＝　対消滅。エネルギー→物質＝対生成。　この、対生成の時の式は、まだ人類が体験したことが無い（恐らく、われわれの社会は粒子社会で、エネルギー社会じゃない）から、

この式はまだ分からん。エネルギー世界に住んでいて、粒子世界を知らない世界の住人なら、俺たちがまだ全く体験してない（知らない）未知の式である、「エネルギー→物質」の時の法則も知りつつあるかもしれない。

そして、この両方の式を合わせた「揺らぎの統一」が、世界の本当の最上級の根本理論。

もう物理学は終わった。あとは応用だけ。相対性理論も超紐も、結局は応用物理。相対性理論から見たら、他の式とかが応用になってるみたいにね。

そして、核反応は、我々が発見した、「揺らぎ」の法則をこの社会で取り出すひとつの方法。

人類は、恐ろしい発見をしてしまったものだ。
核反応は、対消滅の現象の１つなんだよ。「揺らぎ物理学」という新しい分野、作るべきだね。ハッキリ言って。意味分かるやつ、少ないかもしれんが。

俺は中学時代、電磁気力と重力を統一しようと、（中２の3学期～中３の1学期）いつもこんなことを考えていた。

だって、古典物理では「斥力」しかないのに、（外に進む力。）「反発しあう」斥力が電磁気力の世界ではあるなんて不思議だろ？

んで、エネルギーから対生成を自由に作り出せる様になれば、それはもう完全に「この宇宙」を支配したに等しいね。

まぁ、それよりもタイムマシンの方が難しいかもしれんが。

過去にはいけるが、時間は戻せない。これは理論的に当然。数学の式で導き出せる。

そしてそれは平行宇宙。

おしまい。

　　　　　　│

　　　　　　│

　　　　　　│

反物質（＋）│物質（＋）

　　　　　　│

　　　　→斥│力←

　　　　　　│　　

↓　　　  反応　　↓　　　　　　　　

-引力--------------------引力-------------------------------------

 ↑        反応　  ↑

反物質（－）│物質（－）

　　　　　　│

　　　　→斥│力←

　　　　　　│

こう。

で、＋＋１　＋　─（１^2）　つまり、物質（＋）　と　反物質（－）、
又、反物質（＋）と物質（－）、つまり対角線の斜め、これは、どうなるのか俺にもわからん。　　上で適当なこと書いたのは俺のミス。許してくれ、です。

只、恐らく・・・。斥力、或いは、新しい超反応、・・・かな。世界の最初の現象が、これ。多分、世界全体が大爆発起こすんじゃないかな。「スーパービッグバン」だよ。全て灰になる。そして、その低次元な応用ＶＥＲ．として、例えば原子核を水爆数千発で一気に圧縮すると、素粒子レベルで新しい核反応が起こる可能性がある。（兵器転用の一例、あまり言いたくないけどね。）これが、俺が危険なとき考えていた、究極の兵器、「プロトンボム」。下手すると、対消滅とかのエネルギーよりすごい可能性あった。理論上は、ＴＮＴでも水爆以上の兵器作れるのと同じでね。

通常核兵器の方が、究極核兵器より威力が凄いこともある。

これは単純な掛け算、かな。

恐らく、真空なら、ずっと同じ速度で進む様に。コレが、光子の、「透過率」だ。ヒッグス場と関係している。ヒッグスの本質は、「透過率」だ。

重力や電磁気力が無限遠に届くのと同じ性質。光子は、無限遠まで同じ速度で届くからね。質量、エネルギーに対して、常に同じ率の「障壁」が入る、これがヒッグス場の意味。

質量保存の法則も、この電磁気力が無限に同じ力で届く性質をフルに受け継いでいる。
透過率、これが恐らく、揺らぎ。質量保存の法則。これは、既存の概念かもしれないけど。

意味自体は普通に通じるかな。質量を与える場がある、という考えがある時点でね。これ自体は別に、新しい発想ではないか。反物質世界と物質世界については新しいかもしれないけど。（只、ホーキングも既に同じ事言ってるからね。俺も壁越えてないかも？）
　理論的にホーキングが宇宙の事全部分かってるなら、俺はもう用済みだな。仕事せずにこの社会から消えるまで。エーテルと量子座標についても分かっているかは知らないけれど。
　とりあえず、俺は人生管理されている上に薬漬けにされてイライラしてるんでもう終わり。囚人状態。これが犯罪者というものですよ。恐らく最低あと半年は飼い殺される。いい加減ストレスであたま可笑しくなってきた。俺に対してここまで犯罪的な行いを社会全体で行ってきたんだから、それは確かに、国民も全員右翼に管理されないと駄目ですよ。１個人に対しては「仕方ない」とか言って非人道的な行いを許容してるんだから、それ故に当然の事として、自分たちも「自由」なんて言葉を叫んでは駄目ですよね。（それがつりあいというものだ。自分は嫌だが他人にはそれを強制する、それは単なる偽善、逃げの一手だ。俺はそんな恥ずかしい事出来ないね。生きて辱めを受けず、それ位なら俺は死ぬ。）
　確かに、死んだ方がいい人間て結構いるんですよね。貴方、1分間息止めるのを５セット、毎日一生死ぬまでやってみな？現在の俺の心境はそれより少しばかり酷い。
　エンドレス。永遠に終わらない。

　もう数年目に突入する訳だが、これが犯罪者の気持ちという奴ですよ。反社会性という言葉が一番相応しい。ここまで人を人権侵害しといて、世界権力は左翼を使って平気で「人権を守れ！」だの「国家の暴走を許すな！」とかホザくんだから笑えるよ。1番暴走してるのはあんたらだっての（笑）
これが、戦場で殺戮行為や上官の処刑を行う様な狂った人間の精神状態。よく、日本軍は極悪非道だの、やれ従軍慰安婦だ、兵士は全員戦争犯罪人だ、みたいな事を言う奴がいるが、日本軍なんて歴史上の中でどう冷静に評価したって普通の軍隊だよ。（軍隊の存在自体がどうかは別としても。）おまけに、散々デタラメな事デッチアゲまくりやがって（笑）
戦場で兵士がどんな気持ちで戦っていたか分かりもしない馬鹿が、戦争犯罪を追及するんじゃない。バカが歴史を語る。これが日本の歴史的衰退の全て。戦後歴史の全てだ。日本軍をよしとするつもりは無いがね。故に、机上の空論で善悪の価値判断をしている様な者が論壇でご高説たれている限り、世界に夜明けは来ないだろう。
　今の若い奴で、如何に悲惨な状態の人間がいるかという事を理解している奴、1人もいないんでない？食わず嫌いはいても。そんな奴が正義を語る。そんな馬鹿が刑法を作る。
　これでは秩序は訪れない。この様な腐った社会では、マトモな判断は何一つ下される事は無いだろう。客観性にも主観性にも全く欠ける人間が、愚かにも歴史を裁く。そして正義を語り人間を監獄に送り込み、時に戦争責任を追及し、国家主義や社会主義、過去の過ちを糾弾する。何１つ分かっていない者が、虚無の認識の中で作り出された感情の下、言論や司法、国家の権力といったあらゆる支配統制機関を握り、「未来」という彼らには語りえぬ物を描く青写真を、この世界のあらゆる国家に振りまく・・・。

　はっきり言って、こんなものは社会とは言わないだろう。どう冷静に感情を排除して見てもね。石器時代と変わらんよ。何１つ進歩していない。こんなものは文明とは言わない。下等で下らない国家システムだ。
　マスメディアの扇動によってしか、宗教大戦や戦局、迫害、交戦や人類の築いた負の遺産を「語る」事さえ出来ない人間が、平気な顔して21世紀を書こうとする。見ようとする。聞こうとする、放送しようとする。こんな、「形骸化された概念論」でしか物事・世界・現象を統計的に観察出来ない連中が、「国家」なんてものを造ろうとしているのだから、この民族は何度でも同じ過ちを繰り返すだろう。当たり前だ。・・・だって、「何１つ」分かっていないんだから。何１つ歴史から学習していない、同時に何１つ身を以って過去の愚かな惨禍を知らぬうつけ者が、天下大家、国家平定を語ったところで何の意味も持たない。
　実効性もない。
この様な人間が権力を握り、報道機関という名の、社会最強の権力を持ち続けている限り、この世界は永遠の闇に閉ざされ続けていくだろう。私は怒り狂っている。感情を表すという感覚すら忘れて、この社会に絶望している。
　この文明は何度でも同じ過ちを繰り返すだろう。何１つ進歩していない。何も学習していない。歴史から何も得ていない。正直、まともな人間というのを俺は誰１人見たことがない。マシな奴もまぁ何人かいるにはいたが、しかし、満足できるレベルでの思想を持った人間に、俺はこれまで21年間生きてきて、誰1人として、出会った事がない。そういった文化人、学者、国会議員、官僚、歴史的人物、そういった類のものに、正直俺は、冗談ではなく本当に、たった1人、たった1人にでも、出会った事がない。　
　お勉強が出来る奴は幾らでもいるんだろうが、そんなものは機械でも出来る。只のロボットだよ。終わっている。この様な悲惨な事態を前にして、理性を自ら持ちえているといった誤りの認識を抱き、そういった武器を携行しているこの社会を見るに当たり、そんな人間が国家百年の計、身近な所では職務という名の日常を過ごしているのだから、全く笑える限りだ。
　まぁ、私も自分が正常な人間だと言うつもりはないがね。寧ろ、狂っているだろう。
　理性を持っているという気も無い。第一、私は生来あまり頭の出来が良くなく、基礎的に賢くないものでね。・・・この様に、私の様な社会に歓迎されざる人間が、この国家を評価し、語らねばならない。この様な空しい事態を前に、物語は急転直下、本末転倒、そう、この文章を見た者たちが等しく共通に思う様に、感じる様に、・・・滑稽に、私には、この世界が下らなく映っている。
　俺のピントがズレているのかな。社会が可笑しいのかな。或いは、両方、腐っているのか・・・。
　何れにせよ、結論として、21世紀という名の新大陸は、どうやら喜ばれざるステイトの様だ。このへんが、この地上に生まれた生命体の、限界。この人類最大の悲劇は、にわかに中途半端な「知性」というものを獲得してしまったこと。ずっと半永久的に、原始的な生活してれば良かったんだよ。そうすれば、愚かさに自ら絶望している事も無かったんだから。そう、私が、この様に、この文章で、「机上の空論」という名の活字で、「抽象論」を意味も無く語っている様に、この深い深淵の暗い絶望の闇は、やがて世界を溶かし、俺を殺すだろう。こう危ないことを言っている俺も、どっかのバカとは違って理性はある程度あるんで、薬で発狂でもしない限り、人を殺したりはしない。俺はそこまで愚かではない。かくいう俺も、他人の痛みは少し位、判るんでね．
　自分に危害を加えた人間は、普通刑法で裁くんだが、罪の無い人間を意味も無く傷つける程、私は愚かな人間ではないつもりだし、それを自覚している。そんな状態になる前に、さっさと潔い死を選ぶよ。ファルージャで過激派何人掃討したかは知らないが、一歩間違えたら、やられていたのはアラブではなくあんた達だったんだぜ。
　日本軍は愚かだった。勝てもしない戦いを、「神風」が吹くと信じ込み、太平洋に出て、超大国に挑んでしまった。勿論、軍部の最高首脳は、その愚かさを全員完璧に理解した上で、敢えて狂った政策を意図的にとり、結果的に全員監獄で責任を取ったのだが・・・。
　我々は、語りえぬものについては、沈黙せねばならない。

　そう、私達は、旧日本軍の犯罪について語るほど、認識の度合いが上等ではないのではないか・・・。特高警察の靴の音が聞こえてくる中、私にはそう感じられてならない。
　あの時代に、一体軍部の人間が、陸軍省の官僚が何を考え、ユーラシアに進出したか・・・。天皇陛下のご聖断を仰ぐ事無く、二度の大戦に邁進していったか・・・。
　それを真なる意味で理解するものが現れぬ限り、永遠に夜は明けないだろう。
　あれは単なる戦争ではない。日本という国の、歴史の全てが凝縮されている。国家内政自治、思想弾圧、先制攻撃、開戦、部隊全滅、核投下、そして敗戦・・・。
　理屈ではなく右か左かの感情論で、子供の論理で歴史を裁き、そして総括を終えようとしている人間がこの社会を統制し続ける限り、日本という国は、この国は、一生自立しえないのではないか。そして、それ自体がファシズムという名の「思考停止」だという事に気付かない事の恐ろしさを、一体何人の人間が、自覚せしめているというのだろうか・・・。
　勿論、コソヴォにしたって湾岸、米国介入のあらゆる限定戦争、又はベトナムの様な総力戦、ひいては身近な小さな犯罪行為や、見えざる手による公職についた者の小さな公職法違反、大国の犯した中長期的な経済制裁、テロリズム、色々あるだろう。
　やはり、米国人なんだよ。恐ろしいのは。彼等は、完全に狂っている。あたまが可笑しい。通常の思考回路を持っていない。反米なんて勝てもしないのに言う程俺は愚かじゃないが、フセインを米国政府が「可笑しい」といった様に、田原総一郎がそう言っていた様に、俺もそういった一種の、「理解できない」といった類の、そういった感情を、奴等に抱いてしまう。
　これが、人を殺す人間の臨界点だ。政策で人を消してる分、米国はタチ悪いよ。墓場まで持っていくとか言ったって、それですむ問題じゃない。やはり、犯罪は犯罪なんだよ。国家の政策に関わる人間が、仮に政策であれ人を危めたら、即座に政権の座を降りるべきだ。俺とは違って、文字で能書きをたれるだけの自分とは違って、実際に「行動」しているランクの少し違う地位・立場の人間なのだから・・・。
　まぁいい。何れにせよ。暗い灯火が、消えつつある訳だ。
ブッシュが「決断」してイラクをやったとか言うのも一般的に定着しつつあるし、確かに彼はおせじにも賢明とは言えないのかもしれないが、石油なんて地球に溢れている、米国の資本力を持ってすれば中東なんて幾らでも抑えられる、経済力がまるで違う、・・・そんな世界情勢を客観的に考察すると、やはり、我々はどこか抜け落ちている様な気がしてならないね。
　結局は、大義の為にピンポイント爆撃でやって、世界中のあらゆる技術を全て一国につぎ込んで、アメリカは独裁者を倒したんだよ。そして、その為の下準備として、何百年、何十年も掛けて、政敵を何人もやって、そして、現在の情勢がある・・・。
　俺は恐ろしいね。連中が何を考えているのか理解出来ん。如何なる理由があろうとも、国家にせよ個人にせよ、他人の何かを傷つけ破壊する事が出来る人間の価値観を、俺は容認できない。軍隊の兵士なんてその最たるもんだが、結局は、国家の最高指導者、地下政府のトップダウンの下、何も考えずに国家戦争政策や情報戦を下ごしらえし、自分を正当化して、犯罪行為を実行する・・・。そして、責任は全て最高指導者に転嫁し、自分は、「責任」も「決定」の何れも、負わない・・・。
　恐らく、この星の政治的な最高決定を行っている人間は、多くて1人～3人程度だろうが、この様な依存心、大本営の閣議決定に終局の報を打ち、そこから脱却せねば、永久に理性というものは誕生し得ないだろう、な。
　まぁいい。俺は心身ともにダメージを受けすぎている。あと半歩で廃人だ。これは、普通に監獄で死に掛かっている人間にしか理解出来んよ。俺がどこまで、一体どのあたりのラインまで追い込まれているか、という事に関して言えばね。
　そして、この俺の様な頭の可笑しな道化を、この世界から消す事こそが、文明のリキ、一つの手段になりえるのではないか・・・。選択肢は、君達にあるのだ。私ではなくね。
　正直、俺はもう何年もまともな体験をしていないもので、もう発狂間近、かなりキている。（笑）
　かなり追い詰められている。これに限って言えば、リミットも近い。
　そう、金大中作戦は俺には通用せんよ。はっきり言っておく。俺への工作は、正攻法以外一切効かない。まぁ、それも伝わらぬほどに理解力が無い可能性も否定出来ないが、ね。
　俺はここまで生きてきて、正直あんまり幸せじゃなかったね。なまじっか中途半端に哲学的な論考を理解してしまったものだから、俺の精神は病んでいる。それを自覚したのは、今から１２、3年以上昔になるかな。そして、俺は結局同じ穴にはまろうとしている・・・。　
　俺は、何１つ前に進んでいないわけだ。

　ここで、私から、一つ。

「腐った統制の時代では、知性を獲得しないことこそが、生き残る最後の手段である。」
「荒れた無秩序の世界では、何も知らぬ事だけが、負を見ずにすむ、唯一の方策である。」
そして、もう１つ。
「芳しくない社会では、野生動物の様に振舞う事こそが、」・・・ここまで言えば言わずもがなだ。
パンドラが開けた絶望の箱に、どうやら希望は入っていなかった様だ。

俺もここまでだな。俺は人生、あまりツイていなかったらしい。幸運の女神は、そっぽ向いている。
　と、暗いのでこのへんで終わり。この暗い文章は、物理学について考えたあとに挿入したんで、別にころころ思考回路が切り替わっている訳ではない事に、留意されたい。

　本当、俺は運が無いね。つくづくそう思うよ。もう何年か数える事もやめたが、俺の心は凍っている。冷たい、絶対零度の氷の様だ。クソッ、一体あと何年続く？
　俺は本当についていない。肉体的にも精神的にも、俺は痛みを抱えていて、精神的に可笑しい。これ以上はもう持たない。一生拷問をされ続ける様なものだ。
　俺の精神状態、理解したい奴は、毎日息を止めるのを30秒×２０セット、一日の休みもなく3ヶ月行うんだな。そして、まだ大丈夫と思ったら、さらに3ヶ月。そのまま、1年、2年、3年・・・。
　俺は一体これからどんな苦痛を味わわなくてはならないかと思うと、明らかに死んだ方がらくだね。恐怖は、苦痛より劣る。苦痛は、恐怖より怖い。そして、拷問される度に、俺の精神はさらにどす黒く、病んでいく・・・。
　とにかく。俺はもう廃人だな。肉体的に限界を抱えた俺の体は、もうゴミ同然のスクラップだ。頭が痛い。もう持たない。刃物で抉られた様な神経性の痛みが、俺の精神を地獄に追いやる。独特のこの鋭い痛みが、もう何年経ったかも忘れたが、7年近くになるが、全く収まらない。こんなもの、犯人を何百回殺しても軽い。そんなものに何の意味も無い。
　はっきり言って、原爆投下なんかより、即死より、傷害の方がはるかに罪重いよ。なった奴には、解る。
　俺は終わった。一生この苦痛と付き合っていく事を考えると、明らかに死んだ方がマシだ。精神的な不調ってのはある程度様子を見れば収まることもあるが、肉体的なものってのは明らかに「絶対」治らないからね。別に情報員にマークされるだとか、まぁ警備にしてもそんなのは多少窮屈でもある程度「慣れ」ってのがあるかもしれんが、苦痛ってのは絶対に慣れる事はないからね。この痛点を、抉り出して燃やしたい。
　別に君達に罪は無いよ。単に俺がついてないだけ。俺は人生の敗者。既に廃車。
これはプライドの問題ではない。肉体的苦痛という、致命的なものだ。未だに痛い。これは明らかに錯覚でも何でもない。明らかに、神経的な苦痛なんだよ。針で突付かれている様に痛い。まぁ、この感覚が残ってる限り、俺に永遠に春は訪れないだろう。
　俺は結婚なんかしたいと思わないね。子供もほしいと思わん。第一、己がこんなに苦痛を抱えているのに、どうやって生きていくんだよ。俺を治せるのは外科医だけだ。まぁそんな奴はこの世にはいないだろうがね。
　はっきり言って、俺は精神的な充足なんて全く求めていない。単に肉体的な苦痛に悩まされているだけだ。完全に拘禁症だよ。こういう拷問は、全く新しい体験だね。未知の領域だ。俺は、幸福なんざ追い求めていない。単に、異常な状態からのエクソダスを願っているだけだ。俺は物質主義者なんでね。はっきり言って、気が狂いそうだ。
　ナイフで刺された様に、後頭部が痛い。恐らく神経が圧迫されているね。山みたいに腫れているし。直径５ＭＭ程度だが、明らかに硬いし、腫れているし、おまけにそこがはげている。確実に、これ肉体的なもんだよ。かなりキツい。細長く痕が残っているから、恐らく皮膚の中で肉が裂けたんだな。これは、その部分の神経抜くとかそれ位しか治す方法思いつきませんよ。現代医学じゃ、不可能だろうね。まぁ、神経抜いたら抜いたで、今度は又おかしい事になるからそれも困るんだが。俺はこの呪縛から、一生解き放たれる事は無いだろう。
　成る程、これが負傷兵の状態か。確かに酷いよなぁ。つーか、メッチャ痛い。死にそう。
　ま、こんなとこでグチっていても仕方ないから、ここらへんで切り上げるか。

　大体、治りもしないのに書いていたって、全く参考にならんし意味がないからね。ストレス解消にもならん。俺は頭が痛い。それだけが問題だ。それも、偏頭痛ではなく、神経性の、独特の鋭い痛みだからなぁ。針で頭を刺している、というと分かりやすいんでない？
俺は別に、精神的には不安定であっても決して可笑しくはないだろうが、しかし肉体的には、完全に可笑しい。そして、それが、精神を何処か狂わせている。
　俺は、別に権力なんていらないね。金もいらん。女もいらん。家庭もいらん。
　飯もいらん。服もいらん。ゴミの様な生活でいい。・・・しかし、傷だけは治したい。この苦痛さえ取り除ければ。俺は、何とかやっていけそうなんだが。この、延々と続くタチの悪い疫病みたいな苦痛が、地獄が、貴方達に一体理解出来るかね。
　恐らく、手や足なんかの傷だと、やがて神経が死んで痛みは麻痺するんだが、頭はやたらと敏感だから、この痛み、一生取れないんだろうね。もう耐えられんよ。
　これが昭和日本。俺には意味が分かる。お前らには決して分からん。貧しさや敗戦の傷、色々あるんだろうが、生命体にとって一番辛いのは、精神的にせよ肉体的にせよ、「脳神経」に結果的に作用する様な、「痛み」だよ。そして、それがより直接的に来るのが、この「痛点」て奴だ。本当にひどいよ。例えば、タンスに足ぶつけて、すごい痛い時、一時的なものであると分かっていれば、何とか我慢て奴も効くが、それが延々と、もう何年も何年も続いた時、人間の精神てのはどうなると思う？
　完全に壊れるよ。
　そして、それが今の俺だ。明らかに可笑しい。俺の体は完全に可笑しい。
　仏教なんてのは、結局何かにすがりたい奴が作り出した、偽りの宗教だよ。そんなものに縋っている以上、そいつは救われないね。この世界は唯物的だ。精神活動がどんな現象を司っているとしてもね。世界は粒子と、それに纏わる認識で出来ているんだから。
　俺は、落差のある激しい人生より、平穏な日常を送りたい。
　そして、それは俺にとって、訪れない。もう永久に、ずっと。
　

　はっきり言って、女なんていらねーよ。精神的に支えてほしいなんて思わないもん。俺は単に、この傷を、うずく痛みを、ダメージを癒したいだけだ。
　俺はもう駄目だ。そろそろ限界。そして、これが、「不幸な人間」の現状。今、俺の言っている事が、「何となく怖い」程度にしか感じない奴。お前は幸せだ。ラッキーボーイ・ラッキーガールだ。自信を持って生きていってくれ。君は本当にツイている。本当に、な．
　

消え行く世界に
　　　　　追憶の花を
散りゆく日常に

　　　　　終わりなき夢を。

報われない世界に

　　　　　絶望の詩を

　　　　　壊れゆく精神に

　　　悲しみの声を。
腐った毎日に
　　　　　一発の銃弾を

平和ボケ日本に

　　　　廃人の意思を。

下らない星に

　　　余りゆくパンを。

恵まれない労働者に

　　　　権力の花を。

哀れな権力者に

　　　　哀悼の意を。
下らない日本に
　　　　　　演説の序詞を。
幸せそうな奴に

　　　　　笑顔で拍手を。

朽ちてゆく者に

　　　　　本当の闇を。

死んでゆく者に

　　　　　変革のサイを。
知らない奴に

　　　　　　渡さない棋譜を。

下らない日本に
　　　　　　本当の、景色を。

金等いらない。

　　　　　地方公共団体に、・・・そんな、意思を。

政策通に、一株の感情を。
厳しい寒さに、願いを。
　　　　　空に、雲を。
虹に、光を。

　　　　　　　ダイス・オブ・ケイブル．

と、まぁこのへんの文章は適当に後から付け足しててる訳なので、以下本題に返ります。

↓
何れにせよ。

やはり、世界は「確率」で出来ている。

トップの数学者、全部ここに集めるべきだよ。

応用数学はそのあとでいい。一つ大きな発見があると、枝分かれした分野は一気に進むもんだ。木を見ず、森を見ることも大切さ。時には、ね。（木が最小単位って時もあるけど。）
あとは、そのあと、再び各界に散ればいい。

何のために、国家戦略で優秀な奴、全部医者と物理学に集めてるんだ？

理系のトップは全部、工学部物理学科に集まってるはずだろ？一応。俺の予測だが．

（文系は又違うけどね。計算・旧通産と財務に優秀なの集めるのと同じ理由、か。国の根本ってことだからね。）

故に。

それは、「統一理論」の為なのだ。

応用はそのあとでいい。（平行協議的に行ってもいいが、方法論として、総力戦で理論物理やったあとに細分化された分野やった方がはっきり言って速い。打算ナシ．）

従って、とりあえず一気に

理論物理畑に優秀なの全部集めるんだな。

この「科学革命」の時期に立ち会える、貴重な時代の証人、になるぜ。

恐らく、米独立宣言時のメンバー以上に蒼々たる顔ぶれになるだろ。

そして、理論物理が分からずして、細分化された研究やるのは、

熱力学分からずに耐熱性の研究やってるもんだし、分子生物学知らずに遺伝研究してるみたいなもんだ．

つーことで、これは俺からの期待。

明確なプランと戦略あるんで、国家あげて理論物理・実験物理分野に、先端の若い頭脳一気に投入するんだな。

やるかやらないかは俺の所管じゃないし、国家の権力握ってる連中（地下政府。俺は日本の地下政府のトップ５までに直接謁見した事がある。戦争を生き抜いた、凄みがあった。）次第だけれど、
本当に社会を良くしたいなら、物事の本質を理解らないと駄目なんだよ。（俺の考え．）

それと、見方は違うが、若くても、100年早く生まれていたらそれは今の時代の老人より先輩だし、結局は能力次第ってことね。（経験は別として。）

これは特に俺に強く当てはまるし、万人に言えることなんだが、若さ特有の血の気の多さ、幼さは確かにあるし認めざるを得ないんだが、本質的な意味での知性ってのは、結局はタイムパラダイム関係ないんだよ。今30歳でも、二十年後には50歳。そしてそいつは、二十年後、今の35歳の奴より精神的に立派になってんだから。（多分権力も握ってる、一般論。）

　只、感情がない奴は駄目だね。（人間の原動力だ。）感情ってのは結局、価値判断の根本基準なんだよ。大昔は、暑いか寒いか、うまいかまずいか、楽しいかつまらないか、だけで判断してたんだから。これは地球の生命の進化の基準から言って当然。ま、意味言わんでもわかるだろ。。俺は若さに奢るつもりないけれど。（私は、未だ21歳。青いガキ。）
　とにかく。

木を見て森も見たい。

そして、木はある程度既に20世紀までで見た。

次はいったん森を見よう。

そして木と森（佐藤勝彦と小柴昌俊）両方見て、林を見たら

応用研究しよう。理系でも文系でも、言えることだ。

全てはこの手の上に。

ＬＯＯＫ　ＦＩＮＤ　ＭＹ　ＳＥＬＦ．ＤＩＳＣＯＶＥＲＹ，ＣＨＡＮＧＩＮＧ　ＥＡＲＴＨ．

そろそろ、大局に移ってもいいんじゃないか？

レボリューション・オブ・サイエンス、

科学革命の時期だよ。　　　　　

水は、上から物落とすと飛び跳ねるが、横、下は跳ねない。
この意味を、よく考えたほうがいい。アキレスと亀みたいな本質的な究極の話題だ。

文系では経済と自治・防衛と文科、そして外務を最優先する。
（この５つが俺の中でははっきりと優先付けられるトップシークレット官庁だよ。）

理系では理論物理、情報生命工学、そして応用化学、機械工学、これが最高度の四天王。

インフラを整えるのはそのあとでいい。

・・・国敗れて山河なし、そんなことになったら困るんだよ。

政府の方は一番よく分かってると思うけど、外交と経済、そして防衛を最優先（これが何にもとって替わる。全てに対しての最優先重要事項。何があっても死守する。絶対に譲らない。国家の全てを総動員する。・・・これは戦前の極右とは違うが、とにかく、このラインを守らずして、国家に「幸福」という名の2文字は無い。俺はきっと、そう思う。）

　国守りて山河ナシ、これも俺は好きじゃないが、国敗れて山河あり、そんな情勢よりマシだろ。国さえあれば、いつか山河は回復する。

　そして、理想論だが。・・・次のステップとして、国発展させ山河も美しき、これを目指していこうじゃないか。

　総力戦での戦いだよ。チーム・日本の結成だ。

　有史以来、最強硬派の地上戦力になるだろ。（そうならないと困る。）
　日本が、この国を動かしていくんだからさ。この、地球という我が同胞（現在）60億の、この国家を．
　

　これ以上、言うことない。

　やっと夜が明ける。ＳＴＡＹ　ＧＯＬＤ．
　菅さんと小沢一郎の舵取りが重要なんだよ。・・・世界経済の中での「共和党」の時代ではな、民主という名の日本改革の急先鋒勢力にとっちゃ。

　そして、その進路を誤ると、地球情勢は一変するよ。ミスは許されない。極めて慎重で、「保守的な」革命を行うべきだ。
　はっきり言って、もう既に、自民党のＢＳＥ幹事長、竹部の時代は終わった．

　コイズミ衆愚制時は日本に必要ない。既に遺物なんだよ、20世紀以前・旧世代のな。
　さて、台頭する民主党若手・自民党中堅の奮闘・活躍を見守りたい。

　俺はまだガキだからなぁ～。

　

　頭脳面のキレでは、30台中盤がピークだろ。

　俺はまだ、その半分しか生きてない。

　時間はまだ残されている。ゆっくり、だらだら過ごしていくよ。

　ふぉっふぉっふぉ。（中国8千兆年の時代を生き抜いた、鶴千人みたいな印象だな。てんしんはんも、ビックソだよ。）

　今、日本は極めて、・・・重要な、「決定」の次期を、迎えている．

　日本政治列島決定、だ。小沢一郎の「日本改造計画」みたいな感じだな、これは。

　俺も執筆する予定。小沢のオッサンに負けてらんないんだよ。
　角栄のじいさんもビックリだ。旧田中派、経世会をナメたらあかんぜよ？
アッバス議長もぎっくり腰（ビックリ）だよ。ふぉっふぉっふぉっふぉふぉ．
　つーことで、今日も俺は、ジャスコで物資を買い込むのだ。
　日本は、これから極めて決定的な役目を担うことになるぜ？食糧難の危機も到来だ。

そんなこんなで、心の用意はしておけよ。総員実戦配備、臨戦態勢だ。
　「まきこー　まきこー　まきこー。　角栄の娘―　真紀子―」

んじゃ、さいなら。ニヤリ

　では、これにて。（＾＾）　ＷＲＩＴＴＥＮ　ＢＹ　ＴＳＢ．（フジテレビ）
